
総
会
決
議 

 
日
本
学
術
会
議
（
以
下
、
学
術
会
議
）
第
二
五
期
の
活
動
が
開
始
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
学
術
会
議
が
日
本
学
術

会
議
法
の
規
定
に
従
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
に
推
薦
し
た
会
員
候
補
一
〇
五
名
の
う
ち
、
日
本
近
代
史
に
優
れ
た
研

究
業
績
を
有
す
る
歴
史
学
者
一
名
を
含
む
六
名
の
候
補
の
任
命
を
、
菅
首
相
は
拒
否
し
た
。 

本
日
、
歴
史
科
学
協
議
会
二
〇
二
〇
年
度
総
会
に
集
っ
た
我
々
は
、
菅
首
相
に
よ
る
こ
の
任
命
拒
否
を
、
日
本

学
術
会
議
法(

以
下
、
法)
に
違
背
す
る
行
為
で
あ
り
、
同
時
に
、
日
本
国
憲
法
第
二
三
条
に
お
い
て
保
障
さ
れ
た

「
学
問
の
自
由
」
を
侵
害
す
る
重
大
な
問
題
と
考
え
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
今
回
の
任
命
拒
否
は
、
法
に
関
す
る
従
来
の
国
会
で
の
答
弁
の
趣
旨
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、

如
何
に
政
府
当
局
者
が
詭
弁
を
弄
し
よ
う
と
、
法
の
趣
旨
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
法

第
七
条
２
に
「
会
員
は
、
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
推
薦
に
基
づ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。」
と
あ
り
、

第
十
七
条
に
「
日
本
学
術
会
議
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
優
れ
た
研
究
又
は
業
績
が
あ
る
科
学
者
の

う
ち
か
ら
会
員
の
候
補
者
を
選
考
し
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
に
推
薦
す
る
も
の

と
す
る
。
」
と
あ
り
、
学
術
会
議
の
会
員
の
任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ
り
も
学
術
会
議
の
「
推
薦
に
基
づ
い
て
」

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
内
閣
総
理
大
臣
の
任
命
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、

一
九
八
三
年
五
月
一
二
日
の
参
議
院
文
教
委
員
会
に
お
け
る
中
曽
根
康
弘
総
理
大
臣(

当
時)

の
「
こ
れ
は
、
学
会

や
ら
あ
る
い
は
学
術
集
団
か
ら
推
薦
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
、
政
府
が
行
う
の
は
形
式
的
任
命
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
実
態
は
各
学
会
な
り
学
術
集
団
が
推
薦
権
を
握
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
政
府
の
行
為
は

形
式
的
行
為
で
あ
る
と
お
考
え
く
だ
さ
れ
ば
、
学
問
の
自
由
独
立
と
い
う
も
の
は
あ
く
ま
で
保
障
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。」
と
の
発
言
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。 

あ
わ
せ
て
、
菅
首
相
が
、
六
名
の
研
究
者
の
任
命
を
拒
否
し
た
理
由
を
、「
総
合
的
、
俯
瞰
的
」
な
ど
と
い
う
空

疎
な
文
言
を
弄
し
て
、
敢
え
て
明
言
し
な
い
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
任
命
を
拒
否
さ
れ
た
六
名
の
研
究
者
は
、

い
ず
れ
も
批
判
的
精
神
を
根
幹
に
有
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
人
文
社
会
科
学
分
野
の
研
究
者
で
あ
り
、
安
部

政
権
時
代
、
安
全
保
障
関
連
法
制
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
の
創
設
を
含
む
改
正
組
織
的
犯
罪
処

罰
法
等
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
。
も
は
や
、
今
回
の
任
命
拒
否
の
狙
い
が
、
政
府
の
政
策
に
異
議
を
唱

え
る
研
究
者
を
学
術
会
議
か
ら
排
除
し
、
学
術
会
議
を
政
府
の
「
御
用
機
関
」
に
墮
せ
し
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
の
第
三
条
に
お
い
て
、「
科
学
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
、
そ

の
実
現
を
図
」
り
「
科
学
に
関
す
る
研
究
の
連
絡
を
図
り
、
そ
の
能
率
を
向
上
さ
せ
る
」
職
務
を
「
独
立
」
し
て

行
う
と
定
め
ら
れ
た
学
術
会
議
に
対
す
る
不
当
な
介
入
行
為
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
第
二
三
条
で
保
障
さ
れ
る
「
学

問
の
自
由
」
を
侵
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。 

今
回
の
事
態
は
、
歴
史
学
を
専
攻
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
久
米
邦
武
事
件
や
津
田
左
右
吉
事
件
な
ど
、
歴

史
学
の
学
術
研
究
の
成
果
に
加
え
ら
れ
た
か
つ
て
の
弾
圧
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。
思
想
信
条
の
自
由
や

学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
強
行
さ
れ
た
今
回
の
蛮
行
を
、
私
た
ち
は
到
底
容
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

菅
首
相
は
、
自
ら
の
愚
行
を
深
く
反
省
し
、
一
日
も
早
く
そ
の
非
を
認
め
、
六
名
の
研
究
者
を
学
術
会
議
会
員

に
任
命
す
べ
き
で
あ
る
。 

右
、
決
議
す
る
。 

二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

歴
史
科
学
協
議
会
二
〇
二
一
年
度
総
会 


